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. 

: 

' 

.

.

. 

. 

I

F
e
a
t

 

Moss, in 

t
w
o

 essays, 

1
7
9
4

 ; 

A

 

General V
i
e
w

 

of 

the 

Agriculture 

a
n
d

 

lR.urar E
c
o
n
o
m
y

 

bf. 

the 

C
o
u
n
t
y

 

of
• 

,
 

...
 

.

.

. 

■ 

- 

\ 

■
 
.
 

I
-
-
- 

' 

.

.■
 

. 

.

. 

' 

■ 

■ 

- 

、
'
- 

.
L 

. 

.

. 

. 

V 

■ 

- 

■

.

.

.
バ--■-
.
 

' 

. 

.
,■
 

... 

' 

. 

V‘ 

i
- 

- 

: 

■

.

.

..

.
:

A
D
e
r
d
e
e
n

 ; with 

Observations 

o
n

 

the 

M
e
a
n
s

 of 

its 

Iniplrovement. Chiefly d
r
a
w
n

 

u
p

 

for 

the 

B
o
a
r
d

 

of 

Â
•̂■

dculture

.

, 

• 

• . 

- 

- 

.
‘ 

. 

.,</ 

- 

. 

.

.

. 

• 

• 

?
 

- 

• 

' 

,
 

% 

' 

•
• 

•' 

< 

, 

. 

. 

.■り
•
• 

• 

s 

. 

r 

- 

. 

■ 

 ̂

.

.

.

.

in 

t
w
o

 

!>arts ;
1
7
s

 ; 

O
n

 

a
n

 

U
n
i
v
e
r
s
a
r

 allaracter. 

In 

t
w
o

 

letters 

to 

E
d
w
a
r
d

 

H
o
m
e
,

 

Esq., 

1795: ; 

A

 

practical

.■ 

■ 

■ 

 ̂

-
V
.
- 

.

? 

- 

.

.

. 

.

.

.

. 

V
*
. 

- 一 ：̂-:

V
 

バ.
.じ
-

-

.

-

-ご
;

s
 

‘ 

- 

い

.

、

-

'

. 

. 

■

,

Treatise 

on 

araining- 

JBogs 

a
n
d

 

s
w
a
m
p
y

 

G
r
o
u
n
d
s

 ; 

with 

cursory 

r
e
m
a
r
k

ル o
n

 

the originality 

o
f

 

E
l
k
b
g
t
o
n
*
s

 

m
o
d
e

 

of 

trainingvl 7
9
7

 ;

びelections 

f
r
o
m

 

his 

o
w
n

 

corresJJOnciBce witii 

General-Washington, 1
8
0
0

 ; 

A

 c
a
l
m

 

Investigation 

oi: 

the. Circumstances 

け
 hat.h.ave 

led 

.to- 

tlie 

present 

Scarcity 

0̂ 

Graili.in. 

Britain.

:
. s''ug'sres.trno" :thleJVIeans 

of 

ルlie 
ぐ iar mg', that 

Evil, 

a
n
d

 

of 

preventing 

t&e" recurrence

み f. 

sl 

Calamity' in'.future, 

1,8.0 r';.. 

A'iDescriptioIl 

-
o
f 

 ̂p
p
t
s
t

 

Hot-Iiou's.e,

-
 w

h
l
c
b

 

.dpeirates 'chiefly 

b
y
、 4:he..'heat..of.,th.e s

s
i
;

 aiid 'otl:ler:subjects, .,..1.8.03':.‘.

...
舉
を
公
：ぐ.

し
，.jwo 

れ
は
又
.

一

千
七
百
九
十

iif

ょ
り
同
九
十
旧
年
，に
互
；

22 <、
'

風
刊
誌
'

T
h
e

 

B
e
e

 ; consisting'of. essays, .P’&
O
S
O
P
B

かa, 

s
a 

s

m

.

.十
<
卷
をI

S
：

し
，、"、#
い

ぜl i
p

セ
百
九
*

f

 

ね
ル
、f

千
一
百Gr

l
i

•に
冗
r
、
v
月
刊
敦
ンRe

6
r
r

か6ns 

^
 in 

AgHCUItui^e, 

N

ぎ

ral,History,Arts, a
n
i

 I
M
i
s
c
e
n
a
n
^
o
M

 wit

かrat

ホre
,

六
敎
を
做'

版
；.：

Jdtnei .Ander

かn,. Drei.Scfirift

さ 

iiber 

K
o
m

めelsetz.

ル
.

lind 

G3^ncirste, 

m
it .Einleitung 

und" A
n
m
e
r
k
i
m
g
e
i
v

 v
o
n

 

wrentano, 

1893, 

s. 

vi-viii:'v 

.

ダ
ム•

ス
.ミ
ス
の
地
代
學
說
は
前
述
の
如
く
、
風
に
北
ハ
の
友
人
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
評
を
喚
起
し
た
の
で
あ

'る
が
、
而
も！

般
的
に
は 

何
等
の
注
驚
を
も
惹
起
す
る
とIと
が
な
か
ゥ
た
。

然
る
に
他
方
に
、於
い.て
,
穀
物
輸
出
獎
卿
金.に
關
す
る
.彼
れ
.の
意
見
.
.

( 『

三
m
學
禽

甘
服
經
濟
書
解
題

I
I

 

r
(
1

三
五五

：*



,

.

,

.

.

.

.

,

,

.

,

.

.

1

1

 

ニ
ニ 

(

i

i
 

雜
1

1

7
丸
卷
第
<
號
所
I

稿

『

分

配

き

き
.§
f

f
照
り
は
獎
勵
会
支
，

I

乾
を
刺y

し
な
け
れ
ぱ
已

.
0

な
か
つ
た0
:ス
ミ
. 

ス
は
道
般
の
獎I

が

輸

出

を

霖M

入
-

主i

的

欧

赞

の

一

部

取

に

，之 ̂

而 

も
彼
れ
は
之
れI

擊
す
可
き
何
等I

の
i

l

す
る
こ
と
が
な
か
づ
た
：

i

り
'も
、
寧
ろ
之
れ
を
引
き
上
ぐ
る
s

i

す

と

做

す

腿

ル̂
意

見

き

張

せ.を
i

y

るi

氣

に

暮

驚

し

ら

仏

，て
ァ
ン
グ 

1
ソ
.ン
は
之
れ
に
對
す
る
反
對
論
の
筆
を

5

た
。

.̂0れ
.ほ
道
般
'の
反
®

;

主
：張
-
る̂
に
當：̂

、

、
地
代
の
齊
生
原
因
に
言
及 

し

て

後

き

ド

ォ

地

代

說

の

1

部

を

票

し

た

の

で

ま0
.
此

默
よ
り
觀

ば

、
^
^
^ ̂

i
の

of 

I

I
 

a 

1

 of

言
 

i
 (

P
I
r
i
p
t

 

to 

Letter 

T
h
i
t
^

.

"が
-

!

s
:
s
テ
！

i
 

o
で
？

に

"ニ

 ̂

:
。
a
p 

s
d

 the ô
^̂
^

分
に
於5

て
s

與
味
ぉ
る
も
の
で
ぁ
る
。
而
も
吾
人
は
彼
れ
の
地s

がW

の
全
般

や
を
.
る̂
ヵ
爲
.め
に
本
誉
の
卷
頭
に
週
ユ
て
其
の
S

日

を

知

らと

る

。

：

- 

;
,
,

.

.

.
い：
-•..',
 

,
-
へ
イ
ラ
リ
シ-ズ

t

ァ
ン
ダ
，
ソ
ン
は
先
づ
蘇
I

高
地
方
の
現
狀
に
就
ぃ
て
5

る
。
，
此
の
地
方
に
於

s
:v^

ぱ
、
、
族■

能

近

に

ま

迄、
.
t
 

f

 

の
人
民
にI

せ
ら
れ
て
生
活
し
、
き
I

地
s

ず
る
牧
瘦
を
彼
れ
等
と
き̂

よ
っ
て
彼
れ
等
に
傳
へ
ら
れ
た
i

を
保
持
し.
其
の
‘家
族
|

歡
，|

は

紙
V

を

脈

く

の

ま

く

看

きf

び
I

 

を
&

 

ら
S

す
る
の
外
、
何
等

€

願
望
を
も
？

る
と
と
な
き
が
如
く
す
，っ

.た
。
.造
れ
に
き
て
當
然
部
下
‘
共
ぅ
ォ2!̂  

‘ 

と
の
侦
に5
 

f
暖
ぃ
航
合
がf

た
。
‘第
.̂ 

At
紀
内
に
於
ぃ.て
此S

I

地方に發生した；
な
る
變
勤
に
よ
づ
を
、
あ
，

、

.

——

.

■
I

 

は
？S

J
P

■

放
I

i

 而 
i

l

i

 

i

f

 
I
ぉ

^
^

長

ぶ

在

は

：

〜

智
|

法
l

l

s

l

f

 
:

2

l

i

i

:

る
I

I

じ
て
、
ま,

^

^

^
に
^
^

i
l

l
l

篇

i

ぜ
f

 
l

i

i

f

 
I

I

I

 

た
。
而 
t

i

f

;ぶ
'
"

s

f

力
と
1

と
を
狠
れf

け
§

を
必
f

 

f

 

i
在
f

 
i

:

f者

ま

殷

は

、-彼
，袋
 

を
.

f
®

せ
し
む
.K
^
i
.む
i

:

m

fた

。
唯
りf

 
I

の
^
^
^
^

彼
れ
等
は
并&

本
來
：

i

妻

：

囊

レ

：̂.播

矣

ゆ

幸g

条

和

め
■

時
代
が
従
歸
泰
f

ま

想

f
t
ま

き

が

J

ン

、是

が

等

文

明

め

嵐

族f

i

i

t

l

i

f

.

f

l

時
.：f

g

き

^
^
^

下
力
好
ん>

1

せ
る
所
セ
はI

I

U

S
ヴ
：た

ま
I

f

間
i

l

s

に
i

〕

を

五
一
に
公
然
の
敞
き

\
J
S

★
さ
ゆ
齊
ヴ
た
か
：

高
.f
 

1:5ら
。

： .：：
:

か

;

マ
、
，，

： .、：：； 

'
.
U
-

:3-:
:
:
-

.,.::

.

'レ
.：̂

な
f

ゥ
、
麻

各

如f

が
ほ
遺
i

i

が
ら
f

 

f

 
i
繁

セ

S

な

ザ

？

^

物

ま

り
.：
：
ほ
I

r

而3

ぎ

g

i

l

t
だ

.

f
を
i

せ
I

I

。
ま

等

S

が
I

し

ま

...彼
れ
等
ほ®
み

で

兴

の

當

時

管

P

彼

れ

等

墓
4
る
.

§
た

被

れ

攀

自

身

ね

霞

の

幕

の

分

前
.に
與
れ
：る
が
爲

ぉ
^

一
 
l

l

l

i

i

 
が
 

I

I

I

 
か 

l

i

i

f

l

i

の
‘生

ふ

充

當

せ

も.

K
M

S

ひ
で
あ
t

I

f

 

S
品
i

l

じ
*
,

I

f

お

i

i

 

ニ

ぎ 

c

i

H^Bi i.-



囑

古

服

經

參

霞 

ニ S

 

(

m

)

ね

蓝

紫

る

ー

海

か

家

普

の

愤

格

と

し

て

'彼
れ
等
ゆ
織
あ
れ
お
も
の
お
除
い'で
は
ゥ
，*
^
^
:
^
有
す
^
^
.と
が
な
か
^
お̂
が
爲
あ
ド
、
货
將 

ゎ
流
出
せ
レ10̂
る
こ
~と
^
な̂
か
ウ
化
サ

'ぁ
^
^
.
於)

タ
’セ
！1
しv><.

彼
れ
等
ど
支
：ふ
？̂が
督
ひ
ガ
#
っ

た

食

料

品

：
の

定

貴

が

斯

ぐ

，
の

如

ぐ
 

しV

诚
-
せ̂
し
ゆ
-

レ

ゥ

ギ

や#
ル
等
の
多
救
の
生
命
を
想

4

の
一
常'P

我
タ
た
ポ
斷
ひ
確
執
と
小
戰
か
らI

V
:ャ
是
れ
等 

の
f

.
は
其
の
數
I

加
し
ゥ
i

g

f
に
、f

t

が

缺

ま
|

.

>其
ね
I

の
|

者
た
|

輕

験

す

る

：
に

至

っ

た

£
も
毫
.
^不̂
思
議
で
.は
'なS.

。.

「

而
し
て
資
困
取
るIt

地
ガ
民
 ̂

0
て
愁
訳
甘
ら
る
.V..1
不
幸
の
.總T

て
は
土
堆
保 

有

者

疑

な
.る
赚
愁
と
ま
黎
と.に
か
つ
生
ぜ
M
み
ら
れ
た
も
ギ
で
あ
る
と
云
ふ
の
が.、
専
ら
此
の
國
に
行
は
れ
つ
、
あ
る
意
息
で 

あ
.

tO

や
おjy

瑕i,

ル
る
。
ハ
而
も>
.スS
ダ
ー
ー
ゾ
；

V

は
、
.是
ほ
等
資
困
な
を
人
民
の
嵐
住
す

f<?

地
方
は
、
耕
作
に
よ
っ
て
改
良
せ
ら
る-^

,

こ
と
著
L
ぐ

不

傲

で
.
5
^
n
、
敞
し
て
一
あ
の
住
民
之
ね
を
行
ふ
の
方
法
を
知
ら
ざ
る
が
放
に
ぇ
彼
れ
等
を
ま
ふ
る
'食
料
の
を
景
が
依 

然

と

し

殆

ん

を
#
減
なiu

間
に
、
膨
れ
等
g

M
が
增
加レ

；；V

い
れ
ク
た
.
し̂
た
：な
.
ぱ

、
レ

纖

令

ひ

土

地

所

有

者

に

よ

っ

V>

全
然
何
物 

も
！̂
求

せ

る
V
, 

が
な
か
ク
.た

と

想

像

レ

て

も

、
，
飢

§
が

歡

れ

等

の
'間
に
白
か
ら
生
ホ
可
き
時
が
逮
か
に
近
：づ

ク

V
あ
る
も
の 

と
風
惟
し
た
0
-リ

：(ibi<c'p-pu 15.1d;>o-:.'::: 

ぶ
パ.：.：：'レV .

.

-
-

-
っ
農
紫
の
播
進
に
依
っ
て
斯
く
の
如
き
級
乏
を
充
た
す
を
不
可
能
と
看
た
ァ
シ
ダ
ー
ソ
ン
は
ハ
製
携
業
の
誘
導
を
以
ウ
て
蘇
蘭
土
、
殊
に 

北
ハ
の
高
地
方
の
链
民
わ
し
て
其
の
境
涯
を
安

n;̂

な
ら
じ
む
可
き
唯rs
蓋
然
的
手
段
で
あ
る
と
做
し
、
而
し
て
如
何
な
る
®
類
の
製
造 

業
が
#

^
容
易
に
且
っff

穩
に
彼
れ
等
の
間
に
開
始
ね
ら
れ
得
る
や
を
看
出
し
V

一
次
い
で
斯
く
の
如
き
製
造
業
を
促
進
す
る
が
爲
め
に 

案
出
せ
ら
れ
擦
る
れ
ら
か

M?

ガ
法
を
識
す
る
こ
と
が
、-此
：の
地
方
を
改
善
し
\
其
の
住
民
を
獨
立
且
づ
快
逾
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
欲
す 

t
o

人
ん
5
取̂
っ
.て
氣
シ
§̂1要
か
る
研
か
で
ぉ
ど
說
ぐ
。

(ibid

や
：

PP* 2
.1 -2

2
.)

o 

.
而
：し
て
彼
れ
：
遠
喷
の
：地
：方
、
殊
に
外
國
よ
り
廣
さ 

:

か 

v赋
終
に
依
s
わ
、̂
c腿
缴
#
を
確
^
=
^
ホ
を
.：
の

譜

風

雞

だ

說

き

：

'
.
-
而

じ

，
て

其

め

：

#
±
,
ホ
‘を

腻

料

を

農

築

索

よ

り

，
取

得

す

る

.
に

由

っ

て

農

I

I

業
の
.進
*

t
弊
織
す
る
敦
造
業
を
饥

<； S
て
！！！

パ

ぜS!

な

か

と

觀

る
a <ibicU 

pp. 

2
2-33.〕

o
徵

紫

敦f
 
:其

の

過

纖

産
#
を

，
^
:
:
^
す

を 

に
ぱ
つ
て
其
の
作
業
に
生
氣
を
與
へ
.、
其
の
心

i：!

生

备

跡

九

を

诞

ふ

る

製

姚

業

及

び

商

業

&

援
助
は
農
業
を
振
與
す
る
'唯t

有
效 

な
る
方
法
で
あ
る0
農
業
ほ
商
工
業
と.の
同
盟
な
く
ん
ぱ
能
く
黨
黎
に
.赴

N.-

こ
•と
も
得
な5"。

っ(ibid., 

p
p
v

,

6
1
-62.)

o
而
し
て
商
業
は 

製
逸
業
な
く
し
て
布
立
ず
る

AJ

と

を

得

る

も

；
ル

で

，
あ

か

、

r
農
嚴
が
商
業
に
ょ◊
ぞ
敏
助
也
ら'

が
.，

な
ら
：ば.，
.製
造
業
は
彼
か
の.敏
m
す 

る
が
如
く
農
業
の
繁
榮
に
取
つ
セ
.、
さ
.
で̂

象

な

ら
.ざ
を
！
し
と̂

張
れ
を
は
非
で.あ
る
。
0
0
土
.の
'農
象
は
主
と
し
.て
適
當
な
る 

製
造
業
を
等
閑
に
伸
す‘る
に
ょ
つ.て
#
:せ
ふ
れ
セ
，
^
:る
.0、：ま

d., 

P
P
:

ま

700}

で
一'

商
し
て
.ァ
ン
グ
I

ソ

ン

は

此

，
の

國

•土
.の
性
質
が
亚
麻
ど
多
章
に
.産
出
せ
：し
む
：る
，こ
.と
：ど
許
さ
す
、
而
し
て
；

^
れ
收
漠
を
獎
跡
す'

j<?

が 

爲
め
に
疗
は
れ
た
諸
力
の
賦
み
ほ
服
か
に
此
の
國
に
取
つ

-

有
齋
t
あ

つ

れ

こ

と

墓

だ、
.へ

i

がid., 

^

^

K
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